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J IA 福岡地域会会報誌
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７月号にて紙面の都合上、掲載できなかった新幹事を紹介をいたします

yasuhiro tanaka
田中 康裕 

masakatsu matsuyama
松山 将勝

masaki wada
和田 正樹 

この度、地域会幹事となりました田中康裕

です。佐々木地域会長は、総会における

運営方針において、「会員自身の満足度の

重要性」、「発信力の強化」、「技術の向上と知識」という３つの考え

方をもとに運営を行うと述べられました。　JIAは、公益社団法人

となってから、団体の公益性が求められるため、当然ではあります

が、行われる事業も、会員向けというよりも、一般向けの事業が多

くなってきました。この２年間は、地域会長が掲げる３つの考え方

の原点である「会員のための福岡地域会」を共に目指し、他の幹

事のみなさまと、佐々木地域会長を支えていく所存です。

熊本地震から早いもので 2 年半が過ぎ

ようとしています。JIA では様々な災害

支援活動やシンポジウムを行って参りま

したが、福岡地域会の皆様には多大なご支援を頂きました事を、

改めて御礼申し上げます。JIA に入会し本当に良かったと感じ

る瞬間が沢山あります。それは先輩方との出会いです。28 歳で

独立し 22 年になりますが、今でもいろんな壁にぶつかり悩む

日々が多い中、親身になって相談に乗ってくれる先輩方の助言

が大きな支えになっています。そんな人間関係こそが福岡地域

会の最大の魅力であり、そんな環境に身を置ける事に感謝をし

ながらこれからも活動を続けて参ります。

私は新家協会設立（1987年）からの入会

で会員番号は 87 から始まります。故・

和田吾市は旧家協会からの幹事で確か

最後の支部長でした。新家協会設立時に会員を 2 万人にすると

いう丹下会長の意向もあり、故･和田吾市が所員を数名入会させ

たうちの1人です。父･和田吾市が平成 9年（1997年）に亡くなり、

その後会に参加するようになりました。福岡会の総務委員長（西

岡支部長・栗山会長時）を 2 期務めた後、会長・支部長を務め

ました。現在も福岡会、九州支部の役員を務めています。今後会

員の高齢化が進み、会員数減に伴う会費の問題や会の方向性を

考える重要な時期だと思います。ベテラン・中堅・若手全ての

会員でJIAの今後を考えていく必要があると思います。

日頃よりJIA 活動にご理解頂きありがと

うございます。地域会長就任から 8 か月

がたちました。総会での目標に掲げた運

営方針を基にやってまいりましたが、私個人としまして達成でき

ているもの、そうでは無いものとやはり到達点はまだまだと思っ

ています。達成できているものとしましては、広報活動を活発に

行いホームページの更新・ブルテンの発行、配信・など停滞し

智原 聖治

国際交流と例会の担当をさせて頂きま

す智原と申します。国際交流に関しては、

ここ数年 JIA 福岡地域会の担当として

光州の建築家達と韓国訪問も含め、綿密な頻度で交流する中

で、今後の関係についても持続しつつ、何か新しい繋がり方も

模索すべき時期なのではと思っています。例会は JIA福岡地域

会の中心的なイベントなので、これまでのものを引き継ぎながら

自分のカラーを出していけたらと思います。どうぞ宜しくお願い

致します。

seijii chihara

ていました事業を復活することができました。やはりこの広報と

いうものの重要性を改めて感じています。会員の皆様への情報

の伝達や共有などスピードが増し、正確にお伝えすることができ

る点など満足度は高いです。未達成なものとしましては、【技術

の向上と幅広い知識】についてです。建築基準法改正や関係法

令の勉強会などできることは大いにあると思っています。また協

力会様の新技術の周知や勉強会も上記同様と感じています。

この事を踏まえ、今後の運営に生かしていきたいです。

toshihisa sasaki

地域会長 
佐々木 寿久 
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田村の小さな設計事務所の三角です。

JIAでは建築塾やイエノコトなど、貴重な

経験をさせていただきました。先輩方の

ご指導のもと、JIA の一員として誇りをもって成長していきたい

と思います。わからないことばかりでご迷惑をおかけすることも

あるかと思いますが、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上

げます。日々の活動は「みすみたてあきのブログ」にて更新中です。

（住宅部会）

初代丹下会長で発足した新日本建築家協

会の発足時会員となり、「新」の冠がつい

て少し奇異な感があったものの、建築家

協会の会員になれたことが嬉しく又将来の夢もかけた時代でし

た。会務の役には全く立っていないもののこの歳になってもなお

JIA に夢と希望を託したいと思っています。若い役員諸氏の奮闘

に期待いたします。（監査）

tateaki misumi
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三角 健晃
kenichi mori
森 賢一 

福岡地域会役員会 （第 3回） 

会長報告
第２回役員会議事録確認
・全国大会の9月14日(金)に予定されている九州ナイトの会場について。
・福岡地域会の事業室と企画運営室の活動報告をまとめた 　 
　フォーマットについて
事業室報告
・建築相談室：7月12日に建築相談定例会議を開催。参加者は６名。
・国際交流：6月15日～16日に光州建築士会との会議を釜山に  
　て開催。福岡地域会からは６名参加。
・会員交流：四季の会の日程を検討する。
・災害対策：JIA災害対策支援ネットワークの福岡地域会担当は、佐々 
　木地域会長、福田地域副会長、田中一樹地域副会長、村上地域副
　 会長の４名とする。
・行政連絡：8月21日(火)に福岡建築行政研究会が開催される。
・協力会：8月6日(月)に協力会主催の納涼ボーリング大会を開催。
・福岡建築倶楽部：9月28日(金)にゴルフコンペを開催予定
・プロポーザルコンペ：8月25日(土)17時～18時30分にて
　福岡県弁護士会館の構造見学会を開催予定。

企画運営室報告
・広報：福岡地域会ブルテンの今年度初回発行の原稿を説明。
　ホームページの製作状況の報告。
・例会：６月例会を6月22日(金) ７月例会を7月17日(金) 
　８月例会は8月23日(木)に開催。
・住宅部会：来年２月に建築展も含めた企画を思案中
・福岡市都市景観賞：12/2～12/11にアジア美術館7階アートカ    
　フェで開催。
・デザインレビュー：7月2日(月)に新しい学生実行委員会との会 
　議を開催。
その他 
・JIA九州支部30周年記念誌の進捗状況報告。
■協議事項
1. JIA福岡地域会ホームページの構成について
2. JIA福岡地域会ブルテン発行について
3．建築家賠償責任保険(ケンバイ)の説明会について。
■審議事項
1. 入退会について　準会員(ジュニア会員)の入会申し込みを承認
2. 老朽化によるプロジェクターの購入を承認
3． ９月の全国大会の交通費補助を承認

■日時：平成30年7月28日土曜日18：00-20：00
■参加人数：12名
■報告事項

福岡地域会役員会 （第4回） 

会長報告
・25年賞の選定委員を1名選出したい。報告内容は添付資料を  
　確認願いたい
企画運営室報告
・次回地域会ブルテン発行について原稿の依頼をおこないたい
■協議事項
・九州支部３０周年記念誌の件
・会員会費について
・JIA25周年賞の福岡地域会の選考委員について

■審議事項
1. 入退会について
2. 福岡地域会ホームページメンテナンス料について

 

■日時：平成30年9月22日土曜日16：30-20：00
■参加人数：15名
■報告事項

9月22日定例会風景

gota kakudou角銅 剛太 幹事
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福岡地域会役員会 （第 5回） 

審議事項

1. 入退会について：協力会の退会届を承認
2. その他：九州支部ＨＰメンテナンス委託契約先変更を承認
協議事項

1. 九州支部３０周年記念誌の件
2. 福岡地域会会員集会(１１/２０)の件
3. 九州支部報告メール版ブルテンの件
4. その他
・光州市建築士会との交流20周年について
・フレッシュマンセミナーが大阪で開催予定について

報告事項

1. 会長報告
・第４回役員会議事録確認
・12月4日にＪＩＡケンバイ保険の勉強会があるので参加してほしい。
・今年度の国際交流助成金申請（光州市建築士会との交流）が
本部より否認された。
・民法（債券関係）改正に伴う契約約款改正検討作業の中間報告について
3. 事業室報告
・30周年記念誌発刊に伴う協力会協賛金について
・10月25日、福岡建築倶楽部役員会が行われ、ＣＭ協会九州支
部の加入の是非について
4.企画運営室報告 
・9月26日（水）に例会が開催された。11月20日（火）に会員集会予定
・福岡市都市景観賞各賞は決定し、展示準備、撤去等の手伝依頼
・福岡設計3団体による「3会合同シンポジウム」について
5.福岡地域会忘年会(１２/１５)の件

■日時：平成30年11月10日土曜日18：00-20：00
■参加人数：10名
■報告事項

11月忘年会風景

建築相談室では事務局と市役所にて月3回建築相談を受け付
けています。8月から11月は下記の相談対応を行いました。
○8月21日 家の嵩上げ・レンガ積み外壁の新設について　
（担当：川津・水野）
○8月23日 既存不適格建築物に対する施工状況報告書につ
いて（担当：高司、有吉）
○11月20日（市1件目）建築条件付き土地を購入したが土地形
状がいびつである。施工業者作成の設計図に関する設計相談
○11月20日（市2件目）中古住宅を購入し、全面リノベーション
を計画している。間取りの相談、屋内階段増設に関する基準法
の相談（担当：酒見、武本）
また9月27日、11月22日は相談員相互の事例の検証、相談回答
の統一化を目的とした建築相談定例会を事務局にて行いまし
た。定例会終了後は懇親を図るため、「お月見会」（9月）「建築
相談室忘年会」（11月）を開催しました。

相談会定例会には長年相談員を務められている経験豊富な
会員が参加されるため、若手相談員は相談対応などの助言を
いただいて今後の相談活動に活かしていきたいと思います。
（9月相談会定例会参加者：加藤・高司・武本・樋口・川津・西
村・有吉 計7名）（11月相談会定例会参加者：日比生・酒見・月
形・川津・西村・有吉 計6名）　（担当：有吉兼次）

国際交流

11月8日韓国光州より会長を含め5名の方が来福されました。福
岡地域会からは、会長含む総勢6名でお出迎え致しました。そ
の後、歓迎を含めて両国の建築界の話など情報交換を行い、
今後の国際交流の意義も議論しました。来年は光州と福岡地
域会の交流が始まって20年目にあたる事から光州では記念誌
を作る予定もあり、どのような協力ができるかも議論され有意
義な時間を過ごす事が出来ました。その後一行は翌日平戸へ
視察に行かれ帰国されたとお聞きしています。

参加者　光州：会長含む５名／福岡：佐々木地域会長、川津九
州支部長、田中前地域会長、田中地域副会長、福田地域副会長、
村上地域副会長

建築相談室 

韓国建築士会光州地域会が来福されました



上段：ボーリング大会風景／下段：表彰式と記念品贈呈の様子

歴代会長地域会長 集合写真
前列右から  西岡 弘　月形 勲　栗山政雄　井上福男　水野 宏
後列右から   松山将勝　川津悠嗣　田島正陽　市川清貴　佐々木寿久  
角銅 剛太　和田正樹

左上：優勝の喜びを語る井上会員／他：表彰式風景

9月28日 第26回福岡建築倶楽部ゴルフコンペ 

８月６日 協力会主催 「納涼懇親ボーリング大会」
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台風24号が次第に九州に近づく中、嵐の前とは思えない晴天
の9月28日（金）に回を重ねて26回にもなる福岡建築倶楽部の
ゴルフコンペが行われました。コースは福岡雷山ゴルフクラ
ブ。アウト8組、イン7組の計15組の参加はかなりの盛況。
わがＪＩＡは井上福男チーム、和田正樹チーム、市川清貴チー
ムの3組でそれぞれに正会員・協力会員でチームを作り、大熱
戦となりました。結果は見事に井上福男会員が優勝、惜しくも
チーム優勝は逃しましたが、それでも協力会の（株）メタルテッ
ク近藤社長がしぶとく敢闘賞と伝統の地位を守り切る大健闘
でした。 （担当：市川清貴）

福岡地域会 歴代地域会長座談会

■日時：9月22日 18時00分～
■場所：いそざき

9月22日土曜日に九州支部30周年記念誌へ掲載を予定してい
る歴代地域会会長の座談会を行いました。12名の歴代会長が
「いそざき」あつまり、いままでの活動や未来の福岡地域会を
語りあい、盛大な座談会となりました。詳しい内容は支部３０
周年記念誌をご覧ください。（担当：佐々木寿久）

8月10日博多スターレーンにて夏の恒例イベントとなりました
「協力会主催納涼懇親ボーリング大会」が開催されました。会
員6名会員事務所スタッフ16名協力会員63名合計85名が参加
しました。佐々木会長の始球式のあと、2ゲーム合計で個人戦
とチーム戦を行いました。
個人優勝：南嶋啓介 ㈱太陽設計 スコア：320（2ゲーム合計）
チーム優勝：74レーン（南嶋啓介、金城努、西原俊介、山口琢也）
トータルスコア：1,094、アベレージ：274
大会終了後は地下の中華料理店「東海苑」にて表彰式と記念
品贈呈が行われました。（担当：協力会会長  西井博文）

第26回福岡建築倶楽部ゴルフコンペ結果報告



■ 8月公開例会

「場所の云うことを聞く」
  講師:建築家 淺石 優氏

■日時：8月23日金曜日
■場所：福岡市動物園／アイカ工業福岡支店

■ 9月公開例会

「人の事務所で話して飲んでみる」
■日時：9月26日火曜日18時30分例会開始
　　　 20時00分同一会場にて懇親会
■場所：アーキタンツ福岡

「福岡市動物園エントランス複合施設」完成にあたって、設計
者である、浅石優氏をお招きして例会を行った。Ⅰ部は浅石氏
説明のもと施設見学を行い、敷地に建物を配置することで、2
つの開かれた広場を造る浅石氏の設計手法、細部まで吟味さ
れたディテール等見どころが多く、見学者からも多くの質問が
浅石氏に投げかけられ、活気ある見学会となった。
Ⅱ部は場所を移して、「場所の云うことを聞く」というテーマ
で、浅石氏の学生時代から現在に至るまでの多くの建築事例
をスライドで見ながら講演が行われた。住宅から都市計画ま
で多様なスケールでお話し頂き、建築に対する浅石氏の思想
が浮かび上がる有意義な例会となった。
参加人数・見学会 33名・講演会 37名・懇親会 20名
（担当：福田哲也）

「考えてみると普段、他の設計事務所に行く機会は少ない。人
の事務所はどのような場所でどのようなレイアウトで、どのよ
うな雰囲気なんだろうか。なんなら家賃とか・・・。」ということ
で、9月例会は会員の事務所を開放して行われた。普段打ち合
わせや模型製作が行われているスペースで、Cassina ixc.によ
る海外の設計事務所事例の報告会、ｷｬﾌ ﾃ゚ﾝｲﾝﾀ ｽ゙ﾄﾘｰによるオ
フィス照明のプレゼン、アトリエサンカクスケールの村上明生
氏による新事務所移転の経緯や事務所と地域の関わりについ
ての講演が行われた。その後もそのまま懇親会が行われ、
会員同士、会員と協力会員、スタッフ同士の情報交換が活発に
行われた。  参加人数 33名    （担当：福田哲也）

福岡市動物園にて作品を解説する淺石氏

8月例会会場風景（アイカ工学）

9月例会アーキタンツ福岡 会場風景

左：協力会の照明プレゼン風景／右：自身の事務所移転を語る村上会員 地域会長の活動報告

例 会 
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全国大会について
９月１３日から１５日まで、アルカジア大会と同時開催されたＪＩＡ
建築家大会2018東京に福岡地域会より３０名が参加いたしまし
た。メイン会場は明治大学で初日、２日目はアルカジア大会と合
同開催のため、例年の全国大会とは異なった国際色にあふれた
雰囲気でした。今回の大会テーマは「素なることと多様な相」で
藤本壮介氏と野老朝雄氏の 「Simplicity | Multiplicity」メイン
シンポジウムに参加してきました。シンプルと複雑さ、単や群、調
和と対比、個と社会などをキーワードに両氏が手がけられている
プロジェクトを紹介され、対談では建築を文化としてとらえるパリ
と建築を機能主義重視で未来へのワクワク感が少ない日本を対
称的に捉えた内容は興味深く、日本での将来の建築家の存在意
義を一考する内容でした。またアルカジア大会では、同時通訳で
海外の建築家の基調講演も聞くことができ、海外の建築手法な
ど知見を広げると同時にスカイツリーや東京駅など日本の最新
技術・施工手法を改めて学べる貴重な経験となりました。レセプ
ション会場の六本木ヒルズでは建築の日本展がJIA建築家大会
のため延長開催されており、多彩多数な建築模型、資料に圧倒さ
れ日本の建築の変遷を学ぶことができました。建築関係者以外
の多くの一般観覧者が来場され、市民は建築に期待していると感
じます。グランドハイアット東京で行なわれたレセプションは盛り
上がり、その後の九州ナイトでも会員親睦が深まりました。最終日
は九州支部役員会や地域会会長会議などが行われ充実した３日
間となりました。来年は青森弘前大会です。弘前は東日本大震災
の被害は比較的少なかった地域ですが震災以来初めての東北支
部での建築家大会です。多くの会員のみなさまに足を運んでいた
だいたら東北全体の応援になると思います。（担当：有吉兼次）

■ 11月例会

「秋の会員集会」

■日時：11月20日火曜日 18時00分例会開始
■場所：天神ビル11階6号会議室
■参加人数：12名

2018年度佐々木地域会長体制の前期の活動報告と今後の地
域会活動についての会員同士の意見交換が行われた。活動報
告では、HPリニューアルや例会、光州との国際交流、都市景観
賞展示、各委員会活動等の報告を行い、その後の意見交換で
は、今後の国際交流の在り方、各委員会活動の見直し、JIAの
魅力、意義についてまで、各会員からざっくばらんに様々な意
見が出た。意見を受けて佐々木地域会長から、参考にしなが
ら後期もしっかりと、会員サービスの充実と広報の強化、とい
う今年度の指針を推し進めていく表明がなされた。例年に比
べ参加人数が少なく、平日ではなく土曜の方が集まりやすい

のではとの声もあり、次回の会員集会の日程は再検討が必要
であるが、一人一人の意見がしっかり聞けて活発な意見交換の
場になった。（担当：福田哲也）

九州ナイトで地域会長が勢揃い

第4回 支部役員会風景レセプションで挨拶される六角会長

メインシンポジウム風景

11月会員集会の会場風景

例 会

9月13日-15日 JIA建築家大会2018東京「素なることと多様な相」
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福岡県弁護士会館 現場の見学会が開催されました
■日時：8月25日 土曜日
■場所：福岡県弁護士会館 現場
■参加人数：42名

８月２５日（土）１７時よりに福岡県弁護士会館現場見学会が
行われました。２０１５年に行われましたプロポーザルにより北
福岡地域会の古森弘一氏が３０案の中から一次審査、公開ヒ
ヤリング、２次審査を経て選定されました。当プロポーザルは
福岡県弁護士会からJIA九州支部に監修コンサルティングを
委託されている事業です。見学会当日は設計者の古森氏をは
じめ、施工業者の奥村組さん、左官職人の大前氏、外壁ステン
レスの東洋ステンレス研磨さん、カーテンウォールの建鋼社さ
んも参加していただき、素材の説明、施工の見どころ、現場で
の苦労話をお話しいただきました。大会議室やホールは開放
的な鉄骨大空間で圧倒され、現場での数多くの試作品やディ
テールの検討で丁寧な設計、施工をされていると感じました。
施工中にもかかわらず九州各所より４２名が見学会に参加させ
ていただきました。関係者の皆様には大変お世話になりありが
とうございました。

概要を説明される古森弘一氏

カーテンウォール施工中の1Fホールロングキャンチで大空間な2F大会議室

完成イメージ

左官手法を解説される大前氏

福岡県弁護士会館 現場見学会

福岡市都市景観賞
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第２８回福岡市都市景観賞応募に多数のご協力をいただきあ
りがとうございました。全部門合わせて800件を超える応募を
いただきました。市民投票による一次審査を終え、各分野の専
門委員による厳正な選考を行い，福岡市都市景観賞の『大賞』
『部門賞』を決定しました。また，市民の投票によって決まる「市
民賞」に決定しました。
大賞  西南学院大学図書館
　１．ランドスケープ部門 西日本シティ銀行ココロガーデン
　２．建築部門 森のおうち保育園
　３．広告部門We Base 博多
　４．活動部門きんしゃい きゃんぱす
　＜市民賞＞  平尾保育園
表彰式日時：平成30年12月2日(日曜日）14：00～17：00まで
会場 あじびホール（福岡アジア美術館8階）
☆建築家・早稲田大学教授の吉村靖孝氏による基調講演も行
います。
展覧会 期間 平成30年12月2日(日曜日) ～12月11日（火曜日） 
※12月5日（水曜日）は休館日 
会場：アートカフェ（福岡アジア美術館7階）
JIA福岡地域会は2014年度より福岡市都市景観賞の運営JVの
一員として会場デザイン等の活動しております。
（担当：山澤 宣勝、佐々木寿久）
 

11月に都市景観賞が決定しました

福岡地域会が
会場デザイン

会場イメージ

九州支部で
プロポーザル
コンサルタント



「デザインレビュー」は、全国各地の大学、大学院、専門、高専な
どで建築を学ぶ学生達の意欲的作品の講評を通して、現代建
築や都市環境を取り巻く諸問題を議論し、デザインの可能性
とリアリティについて、広く意見を交換する場を提供する活動
です。この企画を通じて、各地の大学をはじめとした建築教育
の現場、公共や民間の建築関係者、および建築・都市に関心の
ある多方面の方々を結びつけ、建築批評全体の質が向上する
ことを期待し、現代の建築・都市デザインに対しての刺激とな
る事を目指しています。今回で24回目の開催を迎え、有志の学
生による実行委員会を中心に活気ある場となるよう取組んで

います。JIAとしては、日々の会議に出席し、当日の運営はもち
ろん、開催に至るまで、社会人としてのサポートを行います。現
在は、開催に向けて、学生実行委員会のメンバーが奮闘してい
るところです。今回は、2019年3月8日（金）、9日（土）の2日間、
会場はぐりんぐりんにて開催予定です。このレビューは、企業、
個人など多くの皆さん方のご協力の上に成り立っております。
この九州の地で始まった活動を大切に、そして誇りあるものと
して実行していけるよう、今後とも皆様のご協力ご支援のほど
をどうぞよろしくお願い致します。
（担当：池浦順一郎）

今年の九州支部大会は、鹿児島地域会の担当で開催場所は
奄美大島となりました。これまでの支部大会とは趣向を変え、

年の瀬恒例となりました福岡地域会忘年会を下記のとおり開
催いたします。皆様の１年の慰労と親睦を深められる盛大な楽
しい会にしたいと思います。毎年趣向を凝らした余興は大変
好評をいただいております。

九州各地域会の建築の発表を基に九州の建築について語り
合い、また開催地奄美の建築についてその特徴を気候や風土
との関係からとらえて考え、他地域との比較を討論形式で行
う予定です。

来年も例会、デザインレビュー、住宅部会（イエノコト）、勉強会、
現場見学会など会員の皆様のためになる多種多様な企画を予
定しております。

九州支部大会（奄美大島）

福岡地域会忘年会

行政連絡（HPに資料を掲載しております）

○８月２１日に福岡建築行政研究会、第１３回定例会議に出席
し、資料をメールにて配信しました。
・２９年度の事業報告、決算報告、３０年度の事業計画、予算 
　について・民有地緑化助成事業について
・基準法の改正（準防火地域のケンペイ率緩和措置、木造建築
　に係る制限の合理化等）
・緩衝帯を有する接合部の評価（消防より）※地下街の接合部等
○10月15日　県の福岡県建築確認円滑化対策協議会総会に
出席し、資料をメール配信とホームページに掲載しています。
（担当：福田哲也）

佐々木新体制に変わり早半年がすぎようとしております。「発信
力の強化」を大きな運営方針のひとつしており、新しいホーム
ページ更新は社会への発信力を高め、会員、協力会の皆様へは
有意義な情報を提供できる環境が整いました。今後もHPの
EVENT＆NEWS更新やFB投稿などを行い、積極的な広報活動を
継続して行います。（担当：田中一樹・有吉兼次）

instagram.com/designreview2019/

twitter.com/fdr19th

事業室　活動報告／今後の活動計画

広報 ８月末より新しいホームページに更新しました

デザインレビュー（支部事業）

企画運営室　活動報告
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fukuoka-designreview.com/

http://www.jia-9.org/fukuoka/

■大会テーマ：九州の建築・奄美の建築
■日時：2018 年12 月8 日（土）－9 日（日）
■会場：鹿児島県奄美市笠利町 須野公民館

■日時：2018 年12月15日（土）　
■会場：蓮双庭（博多八仙閣のビル2F）TERASO 2階
■申込締切：12月5日まで事務局まで

その他　

2019デザインレビュー
ロゴマーク


